
高速・高信頼無線動画像伝送技術
Fast and  Reliable Video Transmission Technique over Wireless Channels

提案復号方式従来復号方式

比較

誤り制御技術の時間的特性を考慮した動画像復号方式

本復号方式の特徴

提案復号器内のフレーム系列の関係

誤り制御技術

・送信側に変更を与えない
（既存のシステムへの導入が容易）

・受信側は送信側に対応した誤り制御部と
　２つの動画像復号器から構成される

しかしこれらは一般に処理時間が長く、動画像
情報のようなリアルタイム性が要求されるメデ
ィアには利用が難しい。

高圧縮された動画像情報は雑音に対して非常に
敏感であり、10　以下の誤り率が要求される。
そのためにはＡＲＱ方式やturbo符号器のような
高い誤り訂正能力を持つものが必要。
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本復号方式の例

デジタルテレビジョンにも有効

動画像のような時間的相関性の高い情報を
効率的に伝送するためには、フレーム間の
似た部分の差分をとり差分情報だけを伝送
する。

復元された正しくない情報が参照画像とし
て使われると、次のフレームにおいても正
しい情報が復元されず、正しくないフレー
ムが復元される、いわゆる誤り伝搬が生じ、
極めて望ましくない状態が発生する。

動画像フレーム間符号化

統合

received
data      

FM

delay

video  
H.263 

decoder

video  
H.263 

decoder
TURBO

decoder
TURBO

decoder

TURBO
decoder

TURBO
decoder

output movie

誤り制御：turbo符号（WCDMA規格採用決定）

動画像符号化方式：　H.263(ITU-T勧告）
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高い誤り訂正によって
参照画像の画質を保護

WCDMA�市場導入も目前に迫り、動画像メディアを包含したマルチメディアは
ワイヤレスの時代を迎えようとしている。ビデオ配信、テレビ電話等、この
分野への期待は大きい。しかし有線で確立された動画像高圧縮技術は本来の
その性質から高い伝送品質を要求する。そこで本研究室では無線通信路の雑
音を除去するための誤り制御技術と動画像圧縮技術の特徴を組み合わせ、高
信頼、そして即時性という意味での高速な動画像伝送の研究を行っている。

無線動画像伝送のキーワード

高伝送品質

リアルタイム性
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